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令 和 ４年  第 ６回 （１２月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

議 案 第 ６ ５ 号 か ら 議 案 第 ７ ０ 号 ま で の ６ 件 に つ

い て 、 審 査 の 経 過 と 結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。  

ま ず 、『 議 案 第 ６ ５ 号  令 和 ４ 年 度 筑 紫 野 市 農 業

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）』 の 件 に

つ い て 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 異 動 に 伴 う 職 員 給 与 の 調 整 及 び 債 務

負 担 行 為 に 関 す る 補 正 予 算 で 、歳 出 予 算 と し て ５ ５

万 ６ 千 円 を 減 額 し 歳 入 予 算 と し て 一 般 会 計 か ら の

繰 入 金 を 同 額 、 減 額 す る も の で す 。  

委 員 会 で は 、債 務 負 担 行 為 の 口 座 振 替 デ ー タ 作 成

業 務 に つ い て 、算 定 の 基 準 は ど の よ う に な っ て い る

か と の 質 疑 が あ り 、執 行 部 か ら は 、税 を 含 め た 市 全

体 の 口 座 振 替 件 数 で 見 積 り を 出 し 、そ の 金 額 か ら 農

業 集 落 排 水 事 業 が ど れ く ら い の 負 担 に な る か を 割

り 戻 し て 計 算 し て い る と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ６ ６ 号  令 和 ４ 年 度 筑 紫 野 市 農 業

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ）』 の 件 に

つ い て 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 院 勧 告 を 踏 ま え た 給 与 等 の 改 定 に よ
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り 、給 料 、職 員 手 当 な ど ７ 万 ６ 千 円 を 増 額 し 、一 般

会 計 繰 入 金 を 同 額 、 増 額 す る も の で す 。  

質 疑 、討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

 次 に 、『 議 案 第 ６ ７ 号  令 和 ４ 年 度 筑 紫 野 市 水

道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）』 の 件 に つ い て 、 ご

報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 異 動 に 伴 う 職 員 給 与 の 調 整 及 び 債 務

負 担 行 為 に 関 す る 補 正 予 算 で 、収 益 的 収 支 で は 、支

出 に つ い て ７ ８ 万 １ 千 円 を 減 額 、 資 本 的 収 支 で は 、

支 出 に つ い て ２ ０ 万 ７ 千 円 を 減 額 す る も の で す 。  

質 疑 、討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ６ ８ 号  令 和 ４ 年 度 筑 紫 野 市 水 道

事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ）』 の 件 に つ い て 、 ご 報

告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 院 勧 告 を 踏 ま え た 給 与 等 の 改 定 に よ

り 、収 益 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て ４ ７ 万 ４ 千 円 を

増 額 、資 本 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て ２ ９ 万 ７ 千 円

を 増 額 す る も の で す 。  

質 疑 、討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  
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次 に 、『 議 案 第 ６ ９ 号  令 和 ４ 年 度 筑 紫 野 市 下 水

道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）』 の 件 に つ い て 、 ご

報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 異 動 に 伴 う 職 員 給 与 の 調 整 及 び 債 務

負 担 行 為 に 関 す る 補 正 予 算 で 、収 益 的 収 支 で は 、支

出 に つ い て ６ ７ 万 ７ 千 円 を 減 額 、 資 本 的 収 支 で は 、

支 出 に つ い て ２ ７ ２ 万 ４ 千 円 を 増 額 す る も の で す 。 

質 疑 、討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ７ ０ 号  令 和 ４ 年 度 筑 紫 野 市 下 水

道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ）』 の 件 に つ い て 、 ご

報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 院 勧 告 を 踏 ま え た 給 与 等 の 改 定 に よ

り 、収 益 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て ６ ０ 万 ８ 千 円 を

増 額 、資 本 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て ２ ０ 万 ４ 千 円

を 増 額 す る も の で す 。  

質 疑 、討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

以 上 、 報 告 を 終 わ り ま す 。  


